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第 17 回研究施設等廃棄物連絡協議会 

 議事録（案） 

 

１．日時    平成 31年 3月 26日（火）10:30～12:00 

 

２．場所    日本原子力研究開発機構 東京事務所 役員会議室 

 

３．出席者（敬称略）  

 （委員）勝村*1、市川*1、菊池*2、泉田*2、○山本*3、藤田*3、北嶋*3 

 （事務局）坂本*3、坂井*3、岩村*3、岡田*3 

 （オブザーバー）古川*1、林*1、大越*1、秋山*2 

（＊1 RI協会、＊2 RANDEC、＊3 JAEA、○議長） 

 

４．議題 

（１）議長挨拶 

（２）第 16回議事録の確認  資料 17-1 

（３）埋設処分業務の実施状況について  資料 17-2-1,2 

（４）加速器からの放射化金属の有効利用に関する 

検討状況について 

（５）廃棄体検討 WGの実施状況について   資料 17-3 

（６）その他  

 

５．配布資料 

資料 17-1  第 16回研究施設等廃棄物連絡協議会議事録（案） 

資料 17-2-1 バックエンドロードマップについて 

資料 17-2-2 埋設処分の検討状況について 

資料 17-3  廃棄体検討 WGの実施状況について 

資料 17-3参考 1 TRACER放射線発生装置の金属放射化物の有効利用の成立性

に関する調査検討 

資料 17-3参考 2 廃棄体等の放射能濃度に関する受入基準の検討 

資料 17-3参考 3 研究炉 Gr会合の説明資料 

（参考） 研究施設等廃棄物連絡協議会委員 

 

６．議事概要 

（１）議長挨拶 

山本議長より JAEAの近況報告を含め挨拶があった。また、RI協会・勝村委員、

RANDEC・菊池委員より各法人の近況報告を含め挨拶があった。 

資料 18-1 



2 

 

（２）前回議事録（案） 

資料 17-1に基づき、事務局より前回議事録（案）について説明し、委員の了

承を得た。 

 

（３）埋設処分業務の実施に関する計画について 

資料 17-2-1に基づき、事務局より、平成 30年 12月末に JAEAが策定・公表し

たバックエンドロードマップの概要の説明を行った。また、今回実施した物量調

査の結果を踏まえて変更対応している「埋設処分業務の実施に関する計画」につ

いても、変更点や今後の方針の説明を行った。 

資料 17-2-2に基づき、事務局より、埋設処分の検討として立地基準に係る評

価方法や受入基準等の検討状況について説明を行った。 

3者が協力して、本計画を着実に遂行するべく取り組むことが重要であること

が再確認された。 

 

（４）加速器からの放射化金属の有効利用に関する検討状況について 

RI協会の林環境整備部長より、加速器の使用に伴い発生する放射化した金属の

有効利用の成立性に関する取り組み状況の紹介があった。 

 

（５）廃棄体検討 WGの実施状況について 

資料 17-3に基づき、廃棄体検討 WGにおける廃棄体の受入基準等の取り組み状

況を報告した。 

 

（６）その他 

次回の開催時期については、事務局より後日連絡することとした。 

 

以上 


